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Ｉ
Ｃ
Ａ
」、
サ
ン
デ
ー
・
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
の「
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」・「
Ａ

Ｅ
Ｏ
Ｎ
」
等
。

　

手
続
き
の
お
お
ま
か
な
流
れ

は
次
の
と
お
り
。

⑴
①　

令
和
三
年
三
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
（
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送

ら
れ
て
き
た
交
付
申
請
書
に
記

入
し
、
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
、

郵
便
で
申
請
）

　

②　

市
か
ら「
交
付
通
知
書
」

が
届
い
た
ら
市
役
所
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り

⑵　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

（
ア
プ
リ
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
等
を
登
録
、電
子
マ
ネ
ー
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
）

⑶　

令
和
三
年
九
月
末
ま
で
に

チ
ャ
ー
ジ
か
買
い
物
を
し
た
分

の
二
十
五
％（
最
大
五
千
円
分
）

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

　

詳
細
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
」
で
検
索
。

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
八

年
の
津
波
の
犠
牲
者
は
一
人
も

無
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

☆
復
興
事
業
で
被
災
地
に
光

①�

明
治
二
十
四
年
に
東
北
本
線

尻
内
駅
（
現
八
戸
駅
）
が
開

業
し
て
、
そ
の
三
年
後
に
尻

内
と
八
戸
間
の
支
線
が
開
通

す
る
が
明
治
二
十
九
年
の
大

津
波
の
後
、
他
地
方
と
の
交

通
の
便
の
悪
さ
を
克
服
し
被

災
復
興
の
た
め
に
三
陸
沿
岸

を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
当
時

は
支
線
整
備
の
具
体
的
方
針

は
な
く
明
治
四
十
三
年
に
軽

便
鉄
道
法
が
改
正
に
な
り
地

方
鉄
道
の
整
備
条
件
が
緩
和

さ
れ
、
当
地
域
の
悲
願
で

あ
っ
た
八
戸
（
本
八
戸
）
か

ら
久
慈
に
至
る
路
線
は
大
正

七
年
度
の
第
四
十
一
議
会
で

着
工
が
決
定
し
た
と
い
う
。

明
治
の
大
津
波
か
ら
な
ん
と

二
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
の

こ
と
だ
っ
た
。
大
正
九
年
四

月
に
測
量
に
着
手
し
て
土
木

工
事
は
大
正
十
一
年
十
一
月

か
ら
八
戸
・
種
差
間
な
ど
六

工
区
に
分
け
て
実
施
し
、
総

延
長
五
十
八
・
六
㎞
総
工
費

は
五
百
九
万
三
千
八
百
円
を

要
し
た
。

　

�　

工
事
は
、
大
事
故
や
犠
牲

者
も
な
く
順
調
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
六
工

区
侍
浜
・
久
慈
間
の
五
十
一
・

八
六
㎞
付
近
で
は
百
二
十
万

年
以
前
の「
エ
ビ
」「
シ
ャ
コ
」

に
類
す
る
甲
殻
類
の
化
石
発

見
の
副
産
物
も
あ
っ
た
と
い

う
。
昭
和
五
年
三
月
二
十
七

日
の
開
通
式
は
提
灯
行
列
の

ほ
か
祝
宴
に
江
刈
村
の
牛
追

こ
え
た
時
間
が
地
域
間
で
バ

ラ
バ
ラ
の
た
め
、
何
が
原
因

か
特
定
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

⑤�

東
日
本
大
震
災
の
前
年
の
平

成
二
十
二
年
は
、
久
慈
地
域

な
ど
で
マ
ツ
タ
ケ
が
空
前
の

豊
作
だ
っ
た
。

☆
地
震
の
規
模
と
潮
位
変
化

①�

明
治
二
十
九
年
の
地
震
は
、

震
度
二
か
ら
三
の
緩
や
か
な

も
の
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
六
。
地
震
発
生
後
の
午

後
七
時
五
十
分
ご
ろ
潮
位
が

大
幅
に
下
が
り
、
十
五
分
後

に
大
き
な
第
一
波
が
襲
来
し

た
。

②�

一
方
、
昭
和
八
年
の
津
波
で

は
津
波
発
生
一
か
月
前
の
一

月
だ
け
で
、
有
感
地
震
が
十

六
回
も
あ
り
震
度
五
の
地

震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・

三
で
津
波
は
六
波
来
た
が
、

地
域
に
よ
っ
て
最
強
の
津
波

が
何
波
目
か
が
異
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

③�
東
日
本
大
震
災
で
は
、
久
慈

市
は
震
度
五
弱
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
。
津
波
前

の
潮
位
変
化
は
な
く
突
然
海

面
が
隆
起
し
て
押
し
寄
せ
、

最
強
の
第
一
波
襲
来
直
後
、

水
深
十
五
ｍ
ほ
ど
の
海
底
が

露
出
す
る
ほ
ど
の
潮
位
変
化

が
あ
っ
た
。

☆
海
抜
ど
れ
ぐ
ら
い
に
避
難
を

①�

津
波
の
高
さ
、
遡
上
高
は
、

地
震
発
生
の
位
置
、
入
江
や

湾
が
Ｖ
字
形
状
か
Ｕ
字
形
状

か
、
襲
来
し
た
津
波
の
角
度

方
向
、
海
底
の
状
況
な
ど
で

微
妙
に
違
う
よ
う
で
あ
る
。

　

�　

一
般
的
に
、
明
治
の
津
波

は
波
高
、
遡
上
高
が
大
き

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
旧
綾
里
村
白
浜
で
は
、

明
治
、
昭
和
津
波
が
同
規
模

だ
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る
。

ち
な
み
に
、
国
内
最
大
津
波

の
観
測
は
、
江
戸
時
代
明
和

八
年
（
一
七
七
一
年
）
沖
縄

南
部
の
八
重
山
群
島
で
波
高

五
十
ｍ（
別
説
で
八
十
五
ｍ
）

岩
手
県
で
は
明
治
に
旧
綾
里

村
の
白
浜
で
三
十
八
ｍ
が
観

測
さ
れ
て
い
る
。

②�

侍
浜
町
で
は
、
明
治
の
津
波

で
麦
生
浜
で
二
十
六
ｍ
。
昭

和
の
津
波
は
、侍
浜
で
十
ｍ
、

麦
生
浜
で
六
・
六
ｍ
が
波
高

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
久
慈

湾
の
外
海
で
波
高
十
三
ｍ
、

湾
口
防
波
堤
内
側
で
八
・
六

ｍ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
参
考
に
し
て
海
沿
い

に
あ
る
住
家
の
方
々
は
高
台

避
難
で
安
全
確
保
を
心
が
け

て
ほ
し
い
。

☆
学
校
移
転
で
犠
牲
者
ゼ
ロ
に

　

明
治
の
津
波
で
住
家
の
大
半

が
流
出
し
て
犠
牲
者
も
た
く
さ

ん
出
た
小
袖
地
区
は
、
そ
の
こ

と
を
教
訓
に
住
家
や
浜
施
設
小

屋
の
高
台
移
転
を
進
め
た
が
、

浜
の
収
入
に
依
存
す
る
地
区
だ

け
に
出
来
る
だ
け
海
辺
に
と
い

う
意
見
も
多
く
、
小
学
校
建
設

に
伴
い
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ

て
下
村
派
と
上
村
派
で
学
区
民

大
会
を
開
き
大
論
争
し
た
記
録

が
あ
る
。

　

結
果
、
当
時
の
村
議
、
山
下

松
太
氏
が
津
波
の
危
険
等
を

切
々
と
説
い
て
聞
か
せ
昭
和
三

年
七
月
竣
工
に
よ
り
地
区
の
核

な
る
施
設
、
新
小
袖
小
学
校
の

上
村
移
転
と
な
っ
た
。そ
し
て
、

一
般
住
家
も
そ
の
周
辺
に
建
て

い
唄
、
大
野
村
の
駒
踊
り
、

夏
井
村
の
え
ん
ぶ
り
、
長
内

村
の
神
楽
、
久
慈
町
の
盆
踊

り
な
ど
周
辺
町
村
を
挙
げ
て

の
大
祝
賀
会
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

②�

鉄
道
開
通
後
、
昭
和
六
年
の

侍
浜
駅
の
乗
車
数
は
一
万
四

千
百
五
十
八
人
、
降
車
数
は

一
万
五
千
九
百
四
十
六
人
、

貨
物
等
は
丸
太
木
二
千
四
百

十
九
ト
ン
木
材
、
千
三
百
四

十
五
ト
ン
、
木
炭
七
千
七
十

一
ト
ン
な
ど
鉄
道
開
通
が
当

地
域
の
交
通
、
産
業
振
興
に

多
大
な
る
支
援
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

③�

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業

は
、
発
災
か
ら
わ
ず
か
十
年

で
完
成
の
運
び
で
あ
る
。
世

紀
の
大
事
業
を
当
地
域
の
発

展
に
し
っ
か
り
役
立
て
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
畑
中
勇
吉
さ
ん
か
ら
御
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
）

　

ち
ょ
っ
と
し
た
手
続
き
で
五

千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
手
に
入

る
な
ら
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

　

暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
い

う
位
置
づ
け
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。
い
ず
れ
準
備
す
る
な

ら
、
損
を
し
な
い
よ
う
今
が

チ
ャ
ン
ス
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

成
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申

し
込
む
と
チ
ャ
ー
ジ
か
買
い
物

を
し
た
分
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
（
最
大
五
千
円
分
）
の
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
制
度
。

　

申
請
後
に
市
内
で
使
え
る

カ
ー
ド
等
の
一
例
と
し
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
ス
の
「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ａ
」、
薬
王
堂
の
「
Ｗ
Ａ

　

東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
て

か
ら
十
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
、

久
慈
市
漁
市
場
東
側
に
あ
る
Ｊ

Ｃ
公
園
（
す
わ
緑
地
・
東
日
本

大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
ケ
ル

ン
鎮
魂
の
鐘
と
光
）
に
平
沢
勝

栄
復
興
大
臣
を
迎
え
て
鎮
魂
の

鐘
を
三
回
鳴
ら
し
、
遠
い
東
の

洋
上
に
向
い
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
、
東
日
本
大
震
災
で
の
津
波

第
一
波
襲
来
時
に
は
、
悪
魔
の

よ
う
な
真
っ
黒
い
波
が
怒
涛
の

ご
と
く
押
し
寄
せ
、
そ
の
中
を

沖
出
し
す
る
船
が
果
敢
に
突
っ

込
み
、
久
慈
湾
内
が
鳴
門
の
渦

潮
の
よ
う
に
渦
巻
く
な
ど
す
さ

ま
じ
い
光
景
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
日
は
波
静
か
で
十
年

前
の
出
来
事
が
嘘
の
よ
う
に
久

慈
港
接
岸
の
た
め
入
港
す
る
漁

船
が
速
度
を
緩
め
滑
る
よ
う
に

通
り
過
ぎ
る
。

　

遠
藤
市
長
か
ら
平
沢
大
臣
に

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
す
る
要
望
書
」
が
手
渡
さ

れ
、
久
慈
市
に
お
け
る
東
日
本

大
震
災
、
台
風
被
害
と
復
旧
、

復
興
状
況
が
写
真
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
説
明
さ
れ
、
平
沢
大
臣

か
ら
今
後
も
復
興
が
加
速
す
る

よ
う
取
り
組
む
旨
の
決
意
が
述

べ
ら
れ
、
午
後
二
時
三
十
分
、

大
臣
公
用
車
は
、
ひ
ろ
の
水
産

会
館
ウ
ニ
ー
ク
に
向
け
て
出
発

し
た
。

　

津
波
は
、
火
山
爆
発
に
よ
っ

て
発
生
す
る
地
す
べ
り
が
海
に

突
入
す
る
こ
と
で
発
生
す
る
津

波
と
海
底
地
震
に
よ
っ
て

発
生
す
る
津
波
が
あ
る
と

い
う
が
、
三
陸
海
岸
で
周

期
的
に
発
生
し
て
い
る
大

津
波
は
海
底
地
震
に
よ
る

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
発
生
前

後
に
は
決
ま
っ
て
不
可
解

な
現
象
が
あ
っ
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
今
後
、

減
災
の
た
め
記
録
と
記
憶

に
と
ど
め
た
い
。

☆
津
波
の
予
兆（
事
前
の
兆
し
）

　

こ
れ
は
、
い
ま
だ
科
学
的
根

拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

①�

明
治
二
十
九
年
の
大
津
波
の

前
年
は
、
イ
ワ
シ
、
マ
グ
ロ

が
未
曾
有
の
大
漁
で
昭
和
八

年
の
津
波
の
前
年
は
イ
カ
が

豊
漁
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

②�

井
戸
水
の
枯
渇
も
地
震
の

度
、
言
わ
れ
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
で
は
、
震
災
後
、

山
根
温
泉
べ
っ
ぴ
ん
の
湯
の

源
泉
井
戸
の
湧
水
量
が
激
減

し
た
。

③�

発
光
現
象
は
海
外
か
ら
の
報

告
も
多
く
、
明
治
の
大
津
波

は
午
後
八
時
過
ぎ
に
昭
和
の

大
津
波
は
午
前
二
時
半
過
ぎ

に
襲
来
し
て
い
る
が
い
ず
れ

も
多
く
目
撃
さ
れ
、
中
央
気

象
台
に
よ
り
組
織
的
に
追
跡

調
査
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。

④�

大
音
響
も
各
地
で
記
録
さ
れ

て
お
り
、
中
央
気
象
台
で
調

査
し
た
結
果
、
大
音
響
が
聞

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

平沢復興大臣に要望書を手渡す
遠藤市長と畑中議長

ＪＲ八戸線全線運転再開第 1便

津波から沖に避難する船

あ
の
日
か
ら

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
〜

今
が
チ
ャ
ン
ス

最
大
五
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト
！ 
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横
沼
の
小
向
秋
穂
さ
ん
（
八

十
五
歳
）
は
、
こ
の
ほ
ど
幼
少

期
の
生
活
を
ま
と
め
た
「
自
分

史
パ
ー
ト
Ⅲ
少
年
時
代
」
を
自

費
出
版
し
た
。
生
ま
れ
た
一
九

三
五
年
か
ら
侍
浜
中
学
校
を
卒

業
し
て
憧
れ
の
漁
師
に
な
る
ま

で
や
戦
中
の
暮
ら
し
を
本
に
し

た
。

　

今
回
が
パ
ー
ト
Ⅲ
と
い
う
こ

と
で
、
以
前
に
も
冊
子
を
作
っ

て
い
る
。
一
冊
目
「
海
と
笑
顔

に
か
こ
ま
れ
て
」
は
、
小
向
さ

ん
の
人
生
全
般
の
記
録
。
生
ま

れ
て
か
ら
漁
師
と
し
て
仕
事
を

し
た
こ
と
、
病
を
経
て
か
ら
地

域
活
動
を
行
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
ま
と
め
て
い
る
。
パ
ー
ト
Ⅱ

は
、
漁
師
と
し
て
活
動
し
た
年

表
を
一
冊
目
に
加
え
て
製
本
し

た
。

　

そ
し
て
、今
回
の
三
冊
目
は
、

主
に
「
子
ど
も
だ
っ
た
時
代
」

に
焦
点
を
合
わ
せ
、
十
五
歳
ま

で
の
出
来
事
を
三
章
構
成
で
ま

と
め
た
。当
時
の
食
事
や
遊
び
、

大
人
に
つ
い
て
い
っ
た
大
量

だ
っ
た
イ
ワ
シ
漁
を
き
っ
か
け

に
家
の
生
活
を
支
え
る
た
め
漁

師
を
志
し
た
こ
と
。
六
～
九
歳

の
時
の
太
平
洋

戦
争
体
験
等
を

小
学
生
で
も
読

め
る
よ
う
平
易

な
文
で
つ
づ
っ

た
。

　

小
向
さ
ん
は
、

こ
の
自
分
史
を

作
っ
た
最
大
の

動
機
は
、「
私
の
人
生
を
通
し

て
今
の
時
代
を
生
き
る
人
た
ち

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
と

考
え
た
か
ら
。
そ
れ
が
長
く
生

き
て
き
た
私
の
役
割
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
人
は
自
身
の
未

来
を
考
え
る
と
き
、
無
意
識
の

う
ち
に
過
去
を
考
え
る
生
き
物

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
例
の

一
つ
と
し
て
私
の
生
き
て
き
た

道
も
ま
た
、
な
に
か
し
ら
の
役

に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
考

え
た
か
ら
。」
と
語
る
。

　

パ
ー
ト
Ⅲ
は
、
Ｂ
５
版
七
十

二
ペ
ー
ジ
で
、
二
百
五
十
部
作

製
。知
人
ら
に
配
布
す
る
ほ
か
、

侍
浜
小
学
校
や
久
慈
市
立
図
書

館
な
ど
に
寄
贈
し
た
。
ま
た
、

希
望
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。

献
身
的
な
活
動
は
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
。

☆
久
慈
市
長
表
彰
（
環
境
衛
生

功
労
表
彰
・
功
労
団
体
）

▽
麦
生
町
内
会
婦
人
部

　

永
年
に
わ
た
り
、
環
境
美
化

活
動
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、

部
員
に
よ
る
毎
月
一
回
の
道
路

沿
い
の
ご
み
拾
い
や
海
岸
清
掃

活
動
は
、
ご
み
の
無
い
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

☆
久
慈
市
衛
生
班
連
合
会
長
表

彰
（
功
労
者
）

▽
久
慈　

光
男
さ
ん
（
向
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
向
町
地
区

ご
み
減
量
推
進
委
員
と
し
て
、

衛
生
班
長
と
と
も
に
ご
み
集
積

場
の
清
掃
や
整
理
整
頓
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
へ
も
献
身
的
に
参
加
し
、

町
内
の
ご
み
減
量
と
分
別
の
推

進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

二
月
七
日
（
日
）、
旧
久
慈

市
と
旧
山
形
村
の
合
併
に
よ
る

市
制
十
五
周
年
の
記
念
式
典
＆

市
民
大
会
が
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
規
模
が
縮
小
さ
れ
、
関
係
者

の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
市
勢
功
労
者
表

彰
及
び
市
民
大
会
表
彰
が
行
わ

れ
、
侍
浜
町
か
ら
四
名
、
一
団

体
が
受
賞
し
た
。

◇
市
勢
功
労
者
表
彰

▽
駒
澤　

雪
男
さ
ん
（
北
野
）

　

永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
、

分
団
長
、
更
に
は
副
団
長
と
し

て
地
域
防
災
の
重
要
な
職
務
を

遂
行
し
、団
員
の
指
導
育
成
や
、

市
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
尽

力
し
、市
勢
発
展
に
貢
献
し
た
。

▽
小
向　

進
さ
ん
（
角
柄
）

　

永
き
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
従
事
し
、
市
勢
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

確
か
つ
公
正
な
市
政
運
営
に
寄

与
し
、市
勢
発
展
に
貢
献
し
た
。

◇
市
民
大
会
表
彰

☆
久
慈
市
長
表
彰
（
環
境
衛
生

功
労
表
彰
・
功
労
者
）

▽
谷
崎　

勝
巳
さ
ん
（
向
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
町
内
を
通

る
川
津
内
漁
港
線
な
ど
の
道
路

整
備
に
努
め
て
い
る
。特
に
も
、

悪
天
候
後
に
水
路
に
た
ま
っ
た

枝
や
泥
な
ど
を
撤
去
す
る
な
ど

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

お
知
ら
せ

〇
三
月（
弥
生
）

・
一
日
～
七�

日　

全
国
春
の
火

災
予
防
運
動

・
三
日　
　

ひ
な
祭
り

・
九
日　
　

�

岩
手
県
公
立
高
校

一
般
選
抜
試
験

・
一
二
日　

�

侍
浜
中
学
校
修
了

式

・
一
三
日　

�

侍
浜
中
学
校
卒
業

式

・
一
六
日　

�

拓
陽
支
援
学
校
卒

業
式

・
一
七
日　

�

侍
浜
小
学
校
修
了

式

・
一
七
日　

�

拓
陽
支
援
学
校
修

了
式
・
離
任
式

・
一
八
日　

�

侍
浜
小
学
校
卒
業

式

・
二
〇
日　

春
分
の
日

・
二
〇
日　

�

侍
浜
保
育
園
卒
園

式

・
二
三
日　

�

侍
浜
小
学
校
離
任

式

・
二
三
日　

�

侍
浜
中
学
校
離
任

式

・
二
三
日　

�

岩
手
県
公
立
高
校

一
般
選
抜
合
格
発

表

　

二
月
十
日
（
水
）
に
侍
浜
中

学
校
で
開
催
し
た
「
令
和
二
年

度
親
子
ス
マ
ホ
安
心
講
座
」
に

三
十
八
名
の
侍
浜
小
児
童
、
侍

浜
中
生
徒
、保
護
者
が
参
加
し
、

ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

等
の
安
心
な
利
用
方
法
を
学
び

ま
し
た
。

　

久
慈
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
工
藤
桂
子
消
費
生
活
相
談
員

を
講
師
に
迎
え
、侍
浜
小
六
年
、

侍
浜
中
一
・
二
年
及
び
保
護
者

を
対
象
に
、
侍
浜
市
民
セ
ン

タ
ー
・
侍
浜
小
学
校
・
侍
浜
中

学
校
の
主
催
に
よ
り
開
催
。

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ゲ
ー
ム
機
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
無
料
通
話
ア
プ
リ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）、
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
は
、
正
し

く
利
用
す
れ
ば
便
利
な
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
長

時
間
の
利
用
に
よ
る
生
活
習
慣

の
乱
れ
、
不
適
正
な
利
用
に
よ

る
青
少
年
の
犯
罪
被
害
、
い
じ

め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
詐

欺
等
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
そ

れ
ら
の
問
題
の
具
体
的
な
事
例

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

侍
浜
小
・
中
学
生
の
多
く
の

児
童
・
生
徒
は
ス
マ
ホ
等
を
利

用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

様
々
な
リ
ス
ク
や
対
応
策
を
理

解
し
た
う
え
で
正
し
く
安
心
し

て
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
講
師

の
説
明
に
真
剣
に
聴
き
入
り
、

知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

侍浜町の人口と世帯数
（令和３年１月末現在）

○人口　2,271 人　　（－ 48）
　　男　　1,082 人　　（－ 24）
　　女　　1,189 人　　（－ 24）
○世帯　1,022 世帯　（－ 2）

※　（　）内は前年比
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サムライブギー
最新情報

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
＆ツイッター
にて配信中！

３月店休日３月店休日

１日、８日、９日

１５日、２２日、２９日

サムライブギー

　からのお知らせ

サムライブギー

　からのお知らせ

吉成食品　 お知らせ吉成食品　 お知らせか
   ら

か
   ら

久慈市侍浜町本町９-５３-５０

お肉がもらえる
ヨシナリ肉の日

毎月第4土曜日は

今
月
は

開
催

3/
27土

正社員＆パート
募集！

侍浜工場募集終了

種市工場2名程度

業務拡大中
につき

多数応募 御礼

継続募集中 ３月 ４月

２日（火） ６日（火）

16 日（火） 20 日（火）

JA新いわて侍浜地区
「いいね！号」運行予定日
※侍浜市民センター
　午前10：00～11：00（１時間）

キャッシュ
カードが

使えるように
なりました

　久慈市消防団、久慈広域連合消防本部及び久慈消防署
では、令和３年３月１日から７日までの７日間にわたり、
令和３年春季全国火災予防運動を実施します。春は火災
が多い季節です。「住宅防火６つのポイント」を確認し、
火の取り扱いには十分に注意しましょう。

春の火災予防運動

住宅防火６つのポイント

そ
の
壱

火入れ・たき火

火の粉が出火
の原因に！

そ
の
弐

ストーブ

燃えやすいもの
の近くで使用し
ない！

そ
の
参

コンロ

揚げ物をしてい
る時は要注意！

そ
の
肆

たばこ

ポイ捨て！
寝たばこ厳禁！

そ
の
伍

放　火

家の周りのもの
が狙われる！

そ
の
陸

電機器具

コードやコンセン
トからの出火が増
えています！

安
心
な
利
用
方
法
を
学
習

　
親
子
ス
マ
ホ
安
心
講
座

自
分
史  「
少
年
時
代
」

小
向
秋
穂
さ
ん
が
出
版

久
慈
市
市
制
施
行
十
五
周
年
記
念
式
典

・
市
民
大
会

侍
浜
か
ら
四
名
、一
団
体
が
受
賞

い
ま
を
生
き
る

あ
な
た
に


